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問 283（薬剤）

患児の母親への服薬指導にあたって、事前に処方 ₃ のツロブテロールテープ剤に

関する医薬品情報を調べたところ、有効成分及び製剤に関して、以下の情報が得ら

れた。

ツロブテロール経皮吸収型テープ

：ツロブテロール分子
：ツロブテロール結晶

支持体
粘着性膏体

ライナー

製剤断面図（模式図）

有効成分 ツロブテロール

構造式

H

Cl
H3C CH3

CH3N
H

OH

及び鏡像異性体

分子量：₂₂₇ .₇₃

物理化学的性質

・融点：₉₀～₉₃ ℃

・pKa：₉ .₇₄

・分配係数（₃₇ ℃）：₆.₆₆（₁︲オクタノール/pH ₇ .₄₀ 緩衝液）

・血清タンパク質結合率（in vitro）：₂₈ .₁％

上記の情報に基づいて、本製剤を患児に単回貼付して ₂₄ 時間後に剥離した場合

の血清中薬物濃度の時間推移のパターンを予測したグラフとして、最も適切なのは

どれか。1つ選べ。なお、小児（喘息児 ₅ 名）にツロブテロールドライシロップ剤

₂₀ mg/kg（ツロブテロール塩酸塩として ₀.₀₂ mg/kg）を経口投与した場合の体内

半減期は、インタビューフォームから ₃.₅₆ 時間であった。
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